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J R東海道線、御殿場線「国府津駅」前に鐡道唱歌の歌碑があります。国府津駅

開業１００年の記念碑で、「汽笛⼀声---」で知られる初出の鐡道唱歌「地理教育

鐡道唱歌第⼀集」の⼗⼆番が刻まれています。その後、鉄道の延⻑、発展ととも

鐡道唱歌が何編も作られました。そこで、国府津駅を中⼼にした歌詞の変せんを

紹介します。 

 

 初出は明治33年5⽉。「国府津おるれば⾺⾞ありて----」と歌の中にあります。

が、唱歌の出る⼆か⽉前に⾺⾞鉄道は電⾞に切り替えられてありませんでした。

明治42年の「東海道唱歌汽⾞」の中に「国府津に名⾼き蜜柑⼭----」とありま

す。この頃、国府津ばかりでなく周辺地域にみかんを栽培する者が増えてきたた

め、名前を「相州蜜柑」と統⼀して呼ぶようになったそうです。ことし５⽉に国

府津駅の発⾞メロディーが童謡「みかんの花咲く丘」になりました。作曲家の海

沼実⽒が⽬にしたみかん畑のルーツが明治30〜40年代にあったのです----。 

 

 2022年10⽉14⽇は、わが国の「鉄道開業１５０年」の記念⽇です。この記念

⽇をにらんで鐡道唱歌をアルバムにしました。それぞれの唱歌には各駅と鉄道周

辺の⾵景や産業などがうたわれており、歌で“地⽅の歴史”が学べます。鐡道唱歌

の考察には、親⼦⼆代の図書館⻑で⾼校時代の同級⽣、⽯井敬⼠⽒に⼤変お世話

になりました。⽯井⽒に厚く御礼申し上げます----。それでは、また----。 
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